
経営発達支援計画事業推進協議会　委員氏名

※経営発達支援計画事業に関する評価 【　　　　　　　　鈴木宣二　　　　　　　　　　　　　】

項目1 項目2 実施事業 事業成果の評価

・マル経融資
・経営革新計画
・小規模事業者持続化補助金
・小規模企業経営力向上事業費補助金
・決算、確定申告手続指導による財務諸表等把握
・マル経融資
・経営革新計画
・小規模事業者持続化補助金
・小規模企業経営力向上事業費補助金
・決算、確定申告手続指導による財務諸表等把握
・経営革新計画作成
・小規模事業者持続化補助金申請計画書作成
・経営革新計画フォローアップ
・小規模事業者持続化補助金計画フォローアップ
・小規模企業経営力向上事業費補助金フォローアップ

⑥フォローアップ延べ回数 ・経営計画策定後のフォローアップ延回数 4

５．需要動向調査に関すること【指
針③】

⑦需要動向調査件数 ・ＬＯＢＯ（早期景気観測）調査 3

[展示会･商談会名称]
・磐田産業振興フェア　・袋井市産学官情報交換会
・食農産業クラスター推進協議会（豊橋）　・第65回ええじゃないか豊橋まつり　・
三遠南信しんきん物産展

・静岡県よろず支援拠点との合同ミニ商談会
・静岡県内15商工会議所合同個別商談会

・東京インターナショナルギフトショー春2020　日本商工会議所feel NIPPON
・IFFT2019　日本商工会議所feel NIPPON
・インバウンドマーケットEXPO2020　日本商工会議所feel NIPPON

[販路開拓支援事業]

・個店セミナー「まちゼミ」
・おもてなしギフト（ネット販売）
・ふじのくに魅力ある個店
･産学官情報交換会

・浜松いわた信用金庫チャレンジゲート（がんばる起業応援ネットワークビジネス
プランコンテストと統合）

・その他販路開拓商談会

⑩新たな需要を開拓した小規模事業者数 3

・ふくろい遠州の花火実行委員会
・まちづくり委員会
・全国花火名人選抜競技大会ふくろい遠州の花火2019

・その他イベント

評価の目安：
　　　１　目標を大幅に下回る　２　目標を下回る　３　目標に達する　４　目標を上回る　５　目標を大幅に上回る

４．事業計画策定後の実施支援に
関すること【指針②】

⑤フォローアップ実施事業者数 4

６．新たな需要の開拓に寄与する事
業に関すること【指針④】

⑧展示会・商談会出展支援事業者数 4

⑨販路開拓支援事業者数（⑧を除く。） 4

７．地域経済の活性化に資する取
組

⑪地域経済活性化に関する関係機関との協議実施件
数

5

⑫地域経済活性化に資するイベント開催件数 5

３．事業計画策定支援に関すること
【指針②】

④事業計画策定事業者数 4

袋井商工会議所　経営発達支援計画

〔　令和元年度評価シート①　〕

１．地域の経済動向調査に関するこ
と【指針③】

①地域経済動向調査件数 ・ＬＯＢＯ（早期景気観測）調査 3

２．経営状況の分析に関すること
【指針①】

②小規模事業者の基礎データを把握している事業者数 3

③経営状況分析事業者数 4



経営発達支援計画事業推進協議会　委員氏名

※令和元年度伴走型小規模事業者支援推進事業補助金での実施事業評価 【　　　　　　　　鈴木宣二　　　　　　　　　　　　　】

項目1 項目2 実施事業 事業成果の評価

１．全体概要（Ⅰ） 3

２．委員会等の開催（Ⅲ） 事業評価委員会の開催 ・事業評価委員会の開催 3

景気動向アンケート調査分析事業 ・令和元年度は企画･実施せず。 -

小規模事業者経営状況把握のための経営分析ソフトと商圏
分析ソフトの活用

・経営分析システムソフト「BIZミル」の継続導入と事業所データの入力
・商圏分析ソフト「マケプラ」の継続導入と活用

3

創業スキルアップ講座
・創業希望者、創業後概ね3年以内の方を対象にした創業セミナーを磐田商工会議所と共同で実
施した。令和元年度は、袋井商工会議所の開催費用負担はなしで、後援形式で参加した。

-

展示会・商談会への参加支援事業
・当事業の協力専門家及び支援機関・企業と連携して、日本商工会議所feel NIPPONへの参画で
成果を出すべく、来場者の目に留まるブースづくりを学ぶ準備演習を行った。

3

食品開発ブラッシュアップ支援事業
・平成28～30年度までの3か年で実施した、「新商品開発及び既存商品のブラッシュアップ支援事
業」のフォロー事業として、食品開発に伴う課題解消の専門家によるコンサルティング事業を行っ
た。

4

製造業支援「ものづくりドック」の開催
・伴走型小規模事業者支援推進事業として初めて、製造業支援を行い、県西部在住の経営コン
サルタント集団の協力を得て、ものづくり企業の経営課題を解消するチームコンサルティングを実
施した。

3

５．専門家の活用 経営発達支援計画実施のための専門家による個別相談
・経営発達支援計画実現のために、専門的分野の経営分析、高度･専門的な知見が必要とされる
案件を専門家派遣により、経営課題の解決をした。
・計画40回のところ、47回の個別相談会を実施した。

4

６．需要開拓支援（展示会・商談会・広
報等）

展示会や商談会への参加

・静岡県内外４つの展示会と商談会に、袋井商工会議所ブースとして、参加事業所の共同参加で
実施した。
（県内）・静岡県内15商工会議所合同個別商談会
（県外）・IFFT2019・東京インターナショナルギフトショー春2020・インバウンドマーケットEXPO2020
（いずれも日本商工会議所feel NIPPON）
（※令和元年度は、静岡県よろず支援拠点との合同商談会は実現できなかった。）

4

経営指導員等の支援能力の向上、ノウハウの共有化をはか
ることを目的としたその他計画事業

・令和元年度は企画･実施せず。 -

第2期経営発達支援計画の策定を目指した活動

・第2期経営発達支援計画の策定と国の採択を目指して、勉強会・意見交換会を静岡県・袋井市
と行った。
・日本商工会議所及び関東経済産業局が実施する事業説明会・研修会・ヒアリングにも参加し
た。
・日本商工会議所より、商工会議所計画協議型事業の補助金申請の採択を受けて、経営発達支
援計画策定及び採択を受ける事業準備を行った。

3

袋井商工会議所　経営発達支援計画

〔　令和元年度評価シート②　〕

３．商品･役務の需要動向、地域の経済
動向等に関する調査・分析・情報提供

４．セミナー・講習会

評価の目安：
　　　１　目標を大幅に下回る　２　目標を下回る　３　目標に達する　４　目標を上回る　５　目標を大幅に上回る

７．その他経営発達支援計画の実施に
関する事業


